
石川県教育支援センター  第１０８号 令和６年３月発行 

 

 

年頭に能登半島を襲った大地震から、２ヶ月以上が過ぎました。この間、関係者の皆さん

のご尽力もあり、少しずつ未来に向けた希望が持てるようになってきました。しかし、まだ

不自由な生活を強いられている方が数多くいます。改めて、今回被災された方々にお見舞い

申し上げるとともに、一日も早い復旧・復興を願うものです。 

現在、被災した地域には県内外の全国の方々から、様々な形で支援や応援をいただいてい

ます。そのような暖かい気持ちに触れるたびに、誰かに支えられているという思いを実感し

ます。困った時や落ち込んだ時に、「気にかけてくれる人がいる」「頼れる相手がいる」とい

うのは、大きな心の支えです。 

多くの学校も被害を受け、まだたくさんの児童・生徒が通常とは異なる状況で学校生活を

送っています。それでも先生方は「学びを止めない」を合言葉に、児童・生徒の学習を保障

しようと奮闘しています。児童・生徒には、環境が不十分であっても、また学ぶ場所が違っ

ても、友だちと協力しあって、互いの気持ちを通わせながら学校生活を送ってほしいと思い

ます。 

この状況の中、児童・生徒の皆さんの中には、悩みや不安を抱えている人がいるかもしれ

ません。困った時は、ぜひ近くの人に相談したり、悩み事を聞いてもらって下さい。やすら

ぎ穴水教室は、児童・生徒が学校へ行きづらいと思った時に、ささやかな居場所になること

ができます。必要な時は、相談先の一つとして考えてみてください。 

 

・教室利用状況（のべ相談件数と通室児童生徒） 

 来室相談 SC 等訪問相

談（教室外） 

電話相談 SC 等相談 

（教室内） 

合計 通室 

児童生徒 

12 月   ０ １６ ０ ０ １６ ３ 

１月 ０   ７ ０ ０ ７ ３ 

２月 ０ ２７ ０ ０ ２７ ３ 
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やすらぎ穴水教室の 1年間 

 

 

昨年は、コロナ開けにより様々な活動が復活した年でした。やすらぎ穴水でも、

通室している児童や生徒がストレスなく過ごせるよう、活動内容をいろいろ考えて

実施してきました。その際、保護者と児童・生徒の様子を共有したり、学校や SC・

SSW・SVと様々な情報共有・意見交換を行うことができました。また、今年度は

「保護者の会」を開催し、たくさんの方に参加していただきました。改めて、ご協

力に感謝申しあげます。 

これらの取り組みが、児童・生徒の未来への一助になることを願っています。 

アサガオの種を取って、大切に保

管しました。 

花をたくさん植えて、水

やりも行いました。 
ジャガイモやブロッ

コリーなど、野菜の

世話をして、たくさ

ん収穫しました。 

七夕には、たくさん願

い事を書きました。 



 


